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３ 研修内容

北原延晃教諭の授業見学

（１）①１年生(２０名) 少人数北原コース

１あいさつ

２英語の歌(Eternal Flame)

・生徒は元気よく歌っていた。重要な表現は空欄になっており確認していた。

・発音に注意して歌っている。

３単語の確認（フラッシュカード）

・重要語句，フォニックスを確認しながら発音。様々なカードの提示をしており，生徒が飽き

ないよう工夫していた。

・空中に指書きさせ，発音と同時に書く事への指導も行っていた。

４ワークの答え合わせ

・ワークを宿題にしていた。答えを含む文を生徒に音読させ，発音が正しければ全員で復唱し，

正しくない場合は次々と他の生徒を指名し，発音させていた。

・ワークに掲載されている教科書に似た文を音読させることで，発音の確認を行っていた。

５教科書音読

・ＡＬＴの後に続いて→先生のジェスチャーを見て英語で本文を言う→全員でジェスチャーを

つけて音読→教科書に書いた星の確認(星一つにつき音読５回。最低５つは書けるように指

導

６ペア活動

・会話文にジェスチャーをつけて音読→先生に発表。合格しない生徒は放課後に残って発表し

ていた。それでも合格できない生徒は次の朝来ることになった。

（２）②１年生(２０名) 少人数北原コース

１あいさつ

２英語の歌(Eternal Flame)

・生徒は元気よく歌っていた。重要な表現は空欄になっており確認していた。

・発音に注意して歌っている。

３テスト前の重要語句，表現の確認。

・チームを作り，ＪＴＥが教科書に載っているある表現について，口頭(英語)で説明をする。

それを聞き取り，その表現が載っているページを当てるゲーム。英文を聞き取り，その内容

を理解する力を必要とする活動であった。

（３）３年生(１６名) 少人数北原コース

１あいさつ

２英語の歌(That's What Friends Sre For)

３リーディング

①じゃれマガ 2011(WPM平均 172 最高 234)黙読→答え合わせ→音読→辞書指導

②読みトレ(２回分)本文について英問英答



４ピクチャーカードを用いて絵の内容について，できるだけ多く書く。(picture discribing)

・およそ１分毎にカードを変えていた。絵の内容について説明させることにより，書く力をつ

ける。また，英検２次試験対策にもなっている。

５単語の確認(フラッシュカード）

・一年生の活動と同様に行った。重要な語句は辞書を使って確認させていた。

６ワークの答え合わせ

・１年生の活動と同様に行っていた。

７リーディング③

・黙読→答え合わせ→音読(ALT)

４ 授業の様子

・生徒が授業の流れを把握しているため，短時間に様々な活動を行っていた。

・発音指導を厳しく行っており，生徒の発音のレベルは高い。

・重要語句や表現は必ず辞書を引かせ，辞書指導を何度も行っていた。辞書指導を徹底するこ

とで，表現の使い方や，関連語句の確認などを定着させる意図があった。

・単語や文法の導入では，既習事項を確認させながら新しい表現を導入していた。１年生の内

容から確認させることで知識の定着を図っていた。

・音読を１ページにつき最低２５回させており，発音指導を徹底して行っていた。

・特別な授業ではなかったが，生徒の集中力は高く，３年生の授業では，１時間の授業の中で

３つの長文読解と単語，文法の導入，ライティング活動まで行っており，生徒の学力が高い

レベルまで達していた。

５ 感想

まず驚かせられたことは，授業の流れが非常に早いが，生徒は完全にその流れを把握してい

るため，スムーズに次々の活動を行っていたことだ。日々の計画的で継続した指導の結果であ

ると感じた。また，発音指導を徹底して行っていたことも参考になった。正しく発音し，音読

できない表現は身につかないという信念のもと指導をしていることであった。授業の途中でも，

発音が難しい表現が出てきた場合には，授業を止め，１人１人の口を確認するなどの徹底ぶり

であった。そのため，生徒の発音はとてもきれいで，生徒達は自分の発音に自信をもっていた。

英検準２級の取得率も三年生で２０％を超えており，生徒のレベルが高い裏では，このような

指導の繰り返しがあるのだと痛感した。

北原先生との授業反省で印象的だった言葉は，「厳しい指導とは丁寧な指導。やさしい指導

とは甘やかした指導。」であった。生徒ができるまでは，放課後や翌日の早朝を使い，発音や

内容理解の確認を何度も行うなど，徹底した指導が生徒の能力を高いレベルまで引き上げてい

るのだと感じた。

何気ない授業の中にも，信念をもった徹底した指導と，変化のある繰り返しが生徒の力をつ

けるのだと感じた。今後自分が授業をする上でも，生徒のどの力をつけ，そのためにはどのよ

うな活動をしなければならないのかを分析し，それを繰り返し指導しなければならないと感じ

た。


